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梨
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梨
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す
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訓
　
　
　
令

山
梨
県
訓
令
甲
第
一
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
行
動
計
画
推
進
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
行
動
計
画
推
進
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
行
動
計
画
推
進
本
部
規
程
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
企
画
部
長
」
を
「
企
画
県
民
部
長
」
に
、「
県
民
室
長
　
林
務
長
」
を
「
林
務
長
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
企
画
部
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

企
画
県
民
部
　
企
画
県
民
部
次
長
　
企
画
調
整
主
幹

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
二
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
行
政
改
革
推
進
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
行
政
改
革
推
進
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
行
政
改
革
推
進
本
部
規
程
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
企
画
部
長
」
を
「
企
画
県
民
部
長
」
に
、
「
県
民
室
長
　
林
務
長
」
を
「
林
務
長
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
企
画
部
次
長
」
を
「
企
画
県
民
部
次
長
」
に
、「
出
納
局
次
長
　
県
民
生
活
・
男
女

参
画
課
長
」
を
「
出
納
局
次
長
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
三
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
二
年

三
月
三
十
一
日

号
外
第
二
十
七
号

水　曜　日



山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
中
五
の
項
を
削
り
、
六
の
項
を
五
の
項
と
し
、
七
の
項
か
ら
九
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上

げ
、
八
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

九
　
中
北
地
域
県
民
セ

中
北
地
域
県
民
セ
ン

甲
府
市
貢
川
二
丁
目

ン
タ
ー

タ
ー
管
内
の
出
先
機

関
の
財
務
事
務
の
審

査

別
表
中
十
三
の
項
を
削
り
、
十
二
の
項
を
十
三
の
項
と
し
、
十
一
の
項
を
十
二
の
項
と
し
、
十
の
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

十
一
　
峡
南
地
域
県
民

峡
南
地
域
県
民
セ
ン

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
高
田

セ
ン
タ
ー

タ
ー
管
内
の
出
先
機

関
の
財
務
事
務
の
審

査

別
表
中
二
十
一
の
項
を
二
十
二
の
項
と
し
、十
四
の
項
か
ら
二
十
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

十
三
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

十
四
　
衛
生
環
境
研
究

衛
生
と
環
境
に
係
る

甲
府
市
太
田
町

所

研
究
及
び
試
験
検
査

業
務

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
四
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
電
子
情
報
処
理
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
電
子
情
報
処
理
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
電
子
情
報
処
理
管
理
規
程
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
第
一
項
及

び
第
三
項
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二

十
三
条
中
「
企
画
部
長
」
を
「
企
画
県
民
部
長
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
五
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

庁
内
統
計
調
査
事
務
調
整
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

庁
内
統
計
調
査
事
務
調
整
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

庁
内
統
計
調
査
事
務
調
整
規
程
（
昭
和
二
十
九
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
「
企
画
部
長
」
を
「
企
画
県
民
部
長
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
六
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
統
計
デ
ー
タ
バ
ン
ク
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
統
計
デ
ー
タ
バ
ン
ク
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
統
計
デ
ー
タ
バ
ン
ク
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
七
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
及
び
第
六
条
中
「
企
画
県
民
局
長
」
を
「
企
画
県
民
部
長
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

二



山
梨
県
訓
令
甲
第
七
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

山
梨
県
交
通
安
全
対
策
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
交
通
安
全
対
策
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
交
通
安
全
対
策
本
部
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
県
民
室
長
」
を
「
企
画
県
民
部
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
企
画
部
県
民
室
」
を
「
企
画
県
民
部
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
八
号

本

庁

出

先

機

関

労
働
委
員
会
事
務
局

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
午
後
零
時
三
十
分
」
を
「
午
後
零
時
十
五
分
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
九
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
昭
和
二
十
八
年
四
月
」
を
「
昭
和
二
十
八
年
」
に
、「
第
二
条
第
三
項
」
を
「
第
二
条

第
五
項
」
に
改
め
る
。

別
表
一
の
項
中
「
百
六
十
時
間
」
を
「
百
五
十
五
時
間
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
県
立
大
学
、」

を
削
り
、「
四
十
時
間
」
を
「
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
に
、「
、
学
長
及
び
校
長
」
を
「
及
び
校

長
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
中
「
、
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
「
及
び
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、

「
及
び
中
央
病
院
（
医
療
局
第
一
診
療
部
臨
床
工
学
科
、
看
護
部
外
来
看
護
科
及
び
看
護
部
周
産
期

・
救
急
看
護
科
に
限
る
。）」
及
び
「
中
央
病
院
（
看
護
部
入
院
看
護
科
に
限
る
。）
に
勤
務
す
る
職

員
の
う
ち
看
護
師
長
及
び
看
護
助
手
以
外
の
者
、
北
病
院
に
勤
務
す
る
職
員
の
う
ち
業
務
課
の
調
理
業

務
及
び
看
護
科
の
入
院
患
者
の
看
護
業
務
に
従
事
す
る
者
」
を
削
り
、「
百
六
十
時
間
」
を
「
百
五
十

五
時
間
」
に
、「
、
園
長
及
び
院
長
」
を
「
及
び
園
長
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
及
び
五
の
項
中
「
百

六
十
時
間
」
を
「
百
五
十
五
時
間
」
に
改
め
、
同
表
六
の
項
中
「
及
び
北
病
院
」
を
削
り
、「
八
十
時

間
」
を
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」
に
改
め
、「
及
び
院
長
」
を
削
り
、
同
表
七
の
項
及
び
八
の
項
中

「
百
六
十
時
間
」
を
「
百
五
十
五
時
間
」
に
改
め
、
同
表
九
の
項
中
「
中
北
保
健
所
」
を
「
衛
生
薬
務

課
及
び
中
北
保
健
所
」
に
改
め
、「
及
び
衛
生
監
視
指
導
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、「
四
十
時
間
」
を

「
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
に
、「
所
長
」
を
「
課
長
及
び
所
長
」
に
改
め
、
同
表
十
の
項
中
「
四
十
時

間
」
を
「
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
に
、「
労
政
雇
用
課
長
」
を
「
課
長
」
に
改
め
、
同
表
十
一
の
項

中
「
四
十
時
間
」
を
「
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
号

本

庁

出

先

機

関

労
働
委
員
会
事
務
局

山
梨
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
一
項
の
表
知
事
の
部
部
長
の
款
県
民
室
長
の
項
を
削
り
、
同
款
出
先
機
関
の
長
（
総
合
理

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

三



工
学
研
究
機
構
総
長
、
大
学
学
長
、
中
央
病
院
長
、
環
境
科
学
研
究
所
長
、
宝
石
美
術
専
門
学
校
長
及

び
産
業
技
術
短
期
大
学
校
長
を
除
く
。）
の
項
中
「
、
大
学
学
長
、
中
央
病
院
長
」
を
削
り
、
同
部
大

学
学
長
又
は
中
央
病
院
長
の
款
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
、
県
民
室
に
置
か
れ
る
課
の
課
長
の
所
属

長
と
は
県
民
室
長
を
」
を
削
り
、「
産
業
立
地
室
長
」
を
「
、
産
業
立
地
室
長
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４
　
職
員
は
、
勤
務
時
間
条
例
第
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
に
代
え
よ
う
と
す
る
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
に
係
る
月
の

翌
月
の
初
日
以
後
速
や
か
に
所
属
長
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
所
属
長
は
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
指
定
簿
（
第

十
一
号
様
式
の
三
）
に
よ
り
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
を
知
事
が
定
め
る
日
ま
で
に
行
う
も

の
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
二
中
「（
第
十
一
号
様
式
の
三
）」
を
「（
第
十
一
号
様
式
の
四
）」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
一
項
を
同
条
と
す
る
。

第
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

四



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

五

第5号様式（第８条関係）



第
十
一
号
様
式
の
三
を
第
十
一
号
様
式
の
四
と
し
、
第
十
一
号
様
式
の
二
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 山

梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

六



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

七

第11号様式の3（第２３条第４項関係）



第
十
七
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
表
の
改
正
規
定

（
知
事
の
部
部
長
の
款
県
民
室
長
の
項
を
削
る
改
正
規
定
を
除
く
。）、
第
二
十
八
条
の
改
正
規
定
及
び

第
十
七
号
様
式
の
改
正
規
定
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
九
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
設
立
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
独
立
行
政
法
人
山
梨
県
立
病
院
機
構

が
成
立
す
る
日
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
設
立
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
立
大
学
法
人
山
梨
県

立
大
学
が
成
立
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
一
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

出
先
機
関
庁
舎
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

先
先
機
関
庁
舎
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

出
先
機
関
庁
舎
等
管
理
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
中
一
の
項
を
削
り
、
二
の
項
を
一
の
項
と
し
、
三
の
項
を
削
り
、
四
の
項
を
二
の
項
と
し
、
五

の
項
か
ら
十
一
の
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
二
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
十
二
条
第
三
項
中
「
部
長
」
の
下
に
「
又
は
次
長
」
を
加
え
る
。

「

「

別
表
第
一
の
１
の
表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
」

「

に
、

」

「を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め

」

」

る
。

「

別
表
第
一
の
２
の
表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
「

」

「

」
に
、

「

を
「

」
に
、

」

「
を
　

」

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
三
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

八

第
17号

様
式
　
削
除

技
術
管
理
課

用
地
課

技
管

用
用
地

技
術

監
指
病
経
企

指
検
農
販

国
民
文
化
祭
準
備
室

監
査
指
導
室

農
産
物
販
売
戦
略
室

担
い
手
対
策
室

県
立
大
学

消
防
学
校

県
大

消
校

課管
理
課

用技
管

国
文
祭

監
指

農
販
戦

担
対
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
病
院

北
病
院

衛
生
公
害
研
究
所

衛
生
監
視
指
導
セ
ン
タ
ー

消
校

中
病

北
病

衛
研

衛
指

衛
生
環
境
研
究
所

学
校

消
防

衛
環
研

宝
石
美
術
専
門
学
校

山
梨
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

富
士
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

工
技

富
士
技

宝
美
専

宝
美
専

工
技

富
士
技

山
梨
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

富
士
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

宝
石
美
術
専
門
学
校

監
査
指
導
室

県
立
病
院
経
営
企
画
室

指
導
検
査
室

農
産
物
販
売
戦
略
室



平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
公
印
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
県
民
室
長
印

第
二
条
第
一
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
「
産
業
立
地
室
長
印
」
に
改
め
、
「
管
理
局
長
及
び
」

産
業
立
地
室
長
印
」

を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
企
画
部
専
用
」
を
「
企
画
県
民
部
専
用
」
に
、「
企
画
部
長
印
」
を
「
企

画
県
民
部
長
印
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
三
号
を
削
り
、
第
十
四
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
五
号

か
ら
第
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
十
八
号
中
「
、
県
立
大
学
」
を
削
り
、
同
号
を

同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
中
第
十
九
号
を
削
り
、
第
二
十
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
二
十
一
号
を
第

十
九
号
と
し
、
第
二
十
二
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
二
十
三
号
を
削
り
、
第
二
十
四
号
を
第
二
十
一
号

と
し
、
第
二
十
五
号
か
ら
第
二
十
八
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
四
条
の
表
印
章
の
項
中
三
を
四
と
し
、
二
を
三
と
し
、
一
を
二
と
し
、
二
の
前
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

一
　
知
事
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
年

別
表
知
事
印
の
項
中
「
企
画
部
用
」
を
「
企
画
県
民
部
用
」
に
、「
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
西
八

代
総
務
課
用
」
を
「
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
西
八
代
合
同
庁
舎
用
」
に
改
め
、
同
表
知
事
職
務
代
理

者
印
の
項
中
「
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
西
八
代
総
務
課
用
」
を
「
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
西
八
代

「

部画企県梨山労工

合
同
庁
舎
用
」
に
改
め
、
同
表
県
民
室
長
印
の
項
を
削
り
、
同
表
本
庁
の
課
長
印
の
項
中
　
　
　
商県梨山○○県梨山

印

○
　
長
　
　
　
　
　
二
十
一

○
　
　
　
　
　
　
　
ミ
リ
メ

第
三
　
　
　
　
　
一
般
文
書
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

室
　
室
　
　
　
　
　
ー
ト
ル

民
　
　
　
　
　
　
　
平
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

労
　
地
　
印

県
　
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
　
立
　
長

商
　
業
　
課

県
　
産
　
○

地
　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梨
　
部
　
○

立
　
長
　
　
　
　
　
二
十
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
働
　
室

業
　
課
　
　
　
　
　
ミ
リ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

第
四
　
　
　
　
　
一
般
文
書
用

産
　
○
　
　
　
　
　
ー
ト
ル

部
　
○
　
　
　
　
　
平
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
　
○
　
印

働
　
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○県
　
○
　
長

梨

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

九

（ ）



○
　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
部
　
室

二
十
一

ミ
リ
メ

○
　
長
　
　
第
五
　
　
　
　
　
一
般
文
書
用

ー
ト
ル

平
方

部
　
室

」

二
十
一

ミ
リ
メ

第
三
　
　
　
　
　
一
般
文
書
用

ー
ト
ル

平
方

に
改
め
、
同
表
出
先
機
関
の
長

二
十
一

ミ
リ
メ

第
四
　
　
　
　
　
一
般
文
書
用

ー
ト
ル

平
方

」

「

「

○
　
場
　
校
　
　
　
　
　
　
　
○
　
場
　
印

○
　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
長

印
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
出
先
機
関
の
事
務
局

県
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
　
所
　
　

梨
　
務
　
院
　
印
　
　
　
　
　
梨
　
務
　
校

山
　
事
　
病
　
長
　
　
　
　
　
山
　
事
　
学

」

」

「

印

立
　
院
　
長

県
　
病
　
局
　
　
第

「

「

梨
　
央
　
理

印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

山
　
中
　
管

立
　
学
　
　
　
長
　
　
　
　
　
立
　
校
　
長

長
印
の
項
中
　
　
県
　
大
　
校
　
局
　
　
を
　
　
県
　
学
　
局
　
　
に
、

梨
　
○
　
学
　
務
　
　
　
　
　
梨
　
○
　
務

境
　
所

山
　
○
　
　
　
事
　
　
　
　
　
山
　
○
　
事

環
　
究
　
印

」

」

県
　
研
　
長
　
　
第

梨
　
学
　
所

山
　
科
　
副

二
十
一

ミ
リ
メ

三
　
　
　
　
　
一
般
文
書
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

ー
ト
ル

平
方

境
　
所

二

環
　
究
　
印

ミ

を
　
　
　
県
　
研
　
長
　
　
第
三

ー

梨
　
学
　
所

平

二
十
一

山
　
科
　
副

ミ
リ
メ

四
　
　
　
　
　
一
般
文
書
用

ー
ト
ル

平
方

」

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

一
〇

）

、

（

）

、

（

（ ）

、



十
一

リ
メ

一
般
文
書
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
出
納
員
印
の
項
中
「
中
北
地
域

ト
ル

方

」

県
民
セ
ン
タ
ー
会
計
第
三
課
出
納
事
務
用
」
を
「
中
北
建
設
事
務
所
用
」
に
、「
峡
南
地
域
県
民
セ
ン

タ
ー
会
計
第
二
課
出
納
事
務
用
」
を
「
削
除
」
に
改
め
、
同
表
企
業
出
納
員
印
の
項
を
削
り
、
同
表
県

印
の
項
中
「
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
西
八
代
総
務
課
用
」
を
「
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
西
八
代
合

「

「

等
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
　
場
　
校
　
　
　
　
　
　
　
○
　
場
　
印

○
　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　

同
庁
舎
用
」
に
改
め
、
同
表
出
先
機
関
印
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

県
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
　
所
　
等

梨
　
務
　
院
　
印
　
　
　
　
　
梨
　
務
　
校

山
　
事
　
病
　
　
　
　
　
　
　
山
　
事
　
学

」

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
四
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
公
報
発
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
公
報
発
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
公
報
発
行
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

令
達
先
に
「
出
先
機
関
」
を
加
え
る
。

第
二
条
中
「
、
同
規
則
第
十
四
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
課
長
」
を
削
り
、「
い
う
。）」
の
下
に

「
及
び
所
長
（
同
規
則
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
長
を
い
う
。）」
を
加
え
、「
主
管
事
務
に
係

る
県
公
報
登
載
事
項
」
を
「
主
管
す
る
事
務
に
係
る
県
公
報
に
登
載
す
る
事
項
」
に
、「
県
公
報
印
刷

原
稿
で
あ
る
旨
の
表
示
を
し
た
登
載
事
項
の
写
し
を
二
部
」
を
「
当
該
県
公
報
に
登
載
す
る
事
項
の
写

し
二
部
を
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
県
公
報
登
載
事
項
中
」
を
「
県
公
報
に
登
載
し
た
事
項
中
に
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
五
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

さ
わ
や
か
・
や
ま
な
し
環
境
創
造
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

さ
わ
や
か
・
や
ま
な
し
環
境
創
造
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

さ
わ
や
か
・
や
ま
な
し
環
境
創
造
本
部
規
程
（
平
成
二
十
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
企
画
部
長
」
を
「
企
画
県
民
部
長
」
に
、「
県
民
室
長
　
林
務
長
」
を
「
林
務
長
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
企
画
部
次
長
　
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課
長
」
を
「
企
画
県
民
部
次
長
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
六
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

一
一

（

）

、

（

）

、

、



山
梨
県
立
中
央
病
院
放
射
線
障
害
予
防
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
中
央
病
院
放
射
線
障
害
予
防
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令

山
梨
県
立
中
央
病
院
放
射
線
障
害
予
防
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
一
号
）
は
、
廃
止

す
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
九
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
設
立
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
独
立
行
政
法
人
山
梨
県
立
病
院
機
構
が
成
立
す
る
日

か
ら
施
行
す
る
。企

　
業
　
局

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
一
号

山
梨
県
営
電
気
事
業
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
進
　
　
藤
　
　
一
　
　
徳

山
梨
県
営
電
気
事
業
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
営
電
気
事
業
保
安
規
程
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

「
笛
吹
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
所
管
　
　
　
「

電
気
工
作
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
川
発
電
所
電
気
工
作
物
　
　
　
　
　

丘
の
公
園
太
陽
電
池
発
電
所
電
気
工

第
五
条
第
二
項
の
表
電
気
主
任
技
術
者
の
項
中

作
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

若
彦
ト
ン
ネ
ル
湧
水
発
電
所
電
気
工
　
　
　
　

作
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
川
第
二
発
電
所
電
気
工
作
物

」

笛
吹
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
所
管

電
気
工
作
物

に
改
め
、
同
表
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
の
項
を
次
の
よ
う

深
城
発
電
所
（
仮
称
）
電
気
工
作
物

」

に
改
め
る
。

ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者

発
電
総
合
制
御
所
所
管
ダ
ム
水
路
工

発
電
総
合
制
御
所
管
理

作
物

職
員
　

早
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
所
管
ダ

早
川
水
系
発
電
管
理
事

ム
水
路
工
作
物

務
所
管
理
職
員

笛
吹
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
所
管

笛
吹
川
水
系
発
電
管
理

ダ
ム
水
路
工
作
物

事
務
所
管
理
職
員

深
城
発
電
所
（
仮
称
）
ダ
ム
水
路
工

電
気
課
管
理
職
員

作
物

第
五
条
第
三
項
中
「
関
東
経
済
産
業
局
長
」
を
「
関
東
東
北
産
業
保
安
監
督
部
長
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
六
号
中
「
、
溶
接
検
査
」
を
削
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

一
二



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

一
三

別
表
第
一
（
第
四
条
関
係
）



別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

一
四



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

一
五

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）



附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

そ
　
の
　
他

山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
二
号

山
梨
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
議
会
議
長
　
　
武
　
　
川
　
　
　
　
　
勉

山
梨
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

一
六



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

一
七

第3号様式（第５条関係）



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

一
八

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


